
第 6回一宮保育所の民間移管に関する三者協議会 議事録 

 

 

       平成 29年 4 月 27日（木）午後 1時 30分～3 時 10分 

於：一宮どろんこ保育園 

 

 

            

１．開    会  

出席者 

    町：町長（会長）、福祉健康課長（課長）、保育所長（所長） 

  事業者：社会福祉法人どろんこ会 運営部長（部長） 職員（運営部） 

  保護者：一宮保育所 保護者代表 ３人（保護者） 

  事務局：福祉健康課子育て支援係長、職員１人 

 

２．議    題 

   

（１）会長及び副会長選出 

    会長：町長 

    副会長：所長 

  

（２）第１回～第５回三者協議会における協議事項についての再確認【資料】 

  事務局：お手元の資料に基づき進める。 

      昨年度 5回にわたり皆様に協力をいただきながら、行事・持ち物等様々

な事項について協議を行った。この 4 月から運営がスタートして、再度細

かい部分をひとつひとつ確認していきたい。 

 

     （資料により進行）赤字部分は協議の中で加筆修正 

   

  ≪給食関係のその他意見≫ 

   会長：従来一宮は食材の産地を公表している。放射能検査も実施しており保護

者の皆様に安心を提供しているので是非とも踏襲していただきたい。 

   また、150人を越える園児の食材調達は地元の経済に寄与するところが

大きい。法人としてのご意向もあるだろうが田舎には田舎の事情がある

ということで是非とも地域に寄り添ったご対応をいただきたい。 

  保護者：東浪見こども園や愛光保育園も地元経済を回すよう協力しているので、

つながりは残していただきたい。 



   部長：前向きに検討したい。ただ、ここで 100年続けていくためには収支管理

は重要な観点。経済合理性から考えて一括納入している業者が 1 か所、そ

れ以外の各園裁量で 1 か所、地産地消という面とコストダウンを組み合わ

せて総合的な目線で対応させていただく。 

   会長：議会も大変注目している。当初は地産地消を展開していくはずだったの

ではということで注視している。 

    

（３）その他 

保護者：先日胃腸炎が流行った。一宮保育所では玄関口にどんな症状が何歳児で

何人というような掲示をしていた。 

園長：詳細を掲示する。 

保護者：具合が悪い子の隔離の状況等対応は？ 

園長：医務室に移し看護師が対応している。 

保護者：感染症に関する掲示板が常にある状況だと保護者が確認する習慣がつく。 

園長：確保する。 

保護者：暖房について、裸足には床の温度が低いように感じるが。 

園長：先日同様の話があり各室の温度を確認した。設定温度を上げる。 

事務局：次回の三者協議会は、６月の保護者懇談会のあと開催したい。 

 

 

３．閉    会 


